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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月22日(2016.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　TFTアレイを備えた生体認証スキャナであって、
　　前記TFTアレイは、生体認証対象に電界を供給するのを妨げられる電界生成装置を備
えるかまたは電界生成装置を有さず、複数の電界センサで構成された電界センサアレイを
有し、前記電界センサの各々は、ダイオード、第１のトランジスタ、および第２のトラン
ジスタと電気的に直列な第１のキャパシタと、前記ダイオードおよび前記第１のトランジ
スタと直列な第１のバイアスとを備え、前記第２のトランジスタは出力に結合され、
　前記TFTアレイは、前記TFTアレイ上の前記複数の電界センサの各出力から静電容量読取
り値を受け取るように結合されたコンピュータを備える、
生体認証スキャナ。
【請求項２】
　前記コンピュータは、前記値を使用して前記生体認証対象の画像を作成するようにさら
にプログラムされる、請求項1に記載の生体認証スキャナ。
【請求項３】
　前記コンピュータは、前記値を使用して、前記生体認証対象がデータベース内の情報と
一致するかどうかを判定するようにさらにプログラムされる、請求項1に記載の生体認証
スキャナ。
【請求項４】
　前記コンピュータは、
　　(i)静電容量読取り値を供給する前記電界センサのうちの特定の1つの電界センサを特
定し、
　　(ii)前記特定された電界センサの前記静電容量読取り値と隣接する電界センサからの
静電容量読取り値との和を求め、
　　(iii)前記和を前記和に寄与するセンサの数で割って値を求め、
　　(iv)前記値を前記特定されたセンサに帰属させ、
　　(v)すべてのセンサに対して値が帰属されるまでステップ(i)～ステップ(v)を繰り返
す
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　ように前記静電容量読取り値を処理するようにプログラムされた、請求項1に記載の生
体認証スキャナ。
【請求項５】
　生体認証対象を走査する方法であって、
　(i)(a)電界生成装置を有さないか、または生体認証対象もしくはTFTアレイに電界を供
給するのを妨げられる電界生成装置を有し、かつ(b)前記生体認証対象に静電容量結合す
るように構成された第１のキャパシタと、ダイオードおよび第１のトランジスタと直列な
第１のバイアスとを含む複数の電界センサで構成された電界センサアレイを有する前記TF
Tアレイを提供するステップであって、前記第１のキャパシタは、前記ダイオード、前記
第１のトランジスタ、および第２のトランジスタと電気的に直列であり、前記第２のトラ
ンジスタは出力に結合される、ステップと、
　(ii)生体認証対象を前記TFTアレイに静電容量結合させるステップと、
　(iii)静電容量読取り値を、前記TFTアレイ上の前記複数の電界センサの各出力から受け
取るステップと、
　(iv)前記受け取った静電容量読取り値に基づいて前記生体認証対象を表す値を決定する
ステップと、
を含む方法。
【請求項６】
　前記値を使用して前記生体認証対象の視覚的画像を生成するステップをさらに含む、請
求項5に記載の方法。
【請求項７】
　前記値を使用して、前記生体認証対象がデータベース内の情報と一致するかどうかを判
定するステップをさらに含む、請求項5に記載の方法。
【請求項８】
　前記生体認証対象を表す値を決定するステップは、すべてのセンサに対して値が帰属さ
れるまで、
　　静電容量読取り値を供給する前記電界センサのうちの特定の1つの電界センサを特定
するステップと、
　　前記特定された電界センサの前記静電容量読取り値と隣接する電界センサからの静電
容量読取り値との和を求めるステップと、
　　前記和を前記和に寄与するセンサの数で割って値を得るステップと、
　　前記値を前記特定されたセンサに帰属させるステップと、
　を繰り返すステップを含む、請求項5に記載の方法。
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